
 

 

 
 

                           

 

 

       

西
浦
賀
を
ド
ッ
ク
跡
沿
い
に
海

岸
線
を
行
く
と
紺
屋
町
バ
ス
停
が

あ
り
、
こ
の
三
叉
路
を
左
側
に
海

を
見
な
が
ら
久
里
浜
方
面
へ
進
む

と
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
（
敷
地
内
に

川
間
の
ド
ッ
ク
跡
）が
あ
り
ま
す
。

そ
の
先
を
左
に
折
れ
る
と
海
岸
へ

続
く
細
く
長
い
道
が
あ
り
、
燈
明

鼻
と
呼
ば
れ
る
岬
に
突
き
当
り
ま

す
。 こ

こ
は
浦
賀
八
景
の
一
つ
、
燈

台
帰
帆
（
と
う
だ
い
き
は
ん
）
と

呼
ば
れ
た
場
所
で
す
。
燈
台
と
は

燈
明
堂
の
こ
と
。
美
し
い
海
岸
線

の
向
こ
う
に
は
、
多
く
の
船
が
行

き
交
う
浦
賀
水
道
が
見
え
、
さ
ら

に
遠
く
に
は
房
総
半
島
が
左
右
に

広
が
り
、
正
面
に
鋸
山
が
見
え
ま

す
。 燈

明
堂
は
、
江
戸
時
代
初
期
の

慶
安
元
年
（
一
六
四
八
年
）
に
、

徳
川
幕
府
の
命
令
に
よ
り
、
石
川

六
左
衛
門
重
勝
や
能
勢
小
十
郎

頼
隆
ら
に
よ
っ
て
築
か
れ
ま
し
た
。

燈
明
堂
は
木
造
二
階
建
て
で
、
一

階
は
番
人
小
屋
、
二
階
は
燈
明
で
、

行
灯
の
よ
う
に
周
囲
に
障
子
紙
を

張
り
、
さ
ら
に
そ
の
周
り
を
金
網

で
補
強
し
て
い
ま
し
た
。
灯
り
の

燃
料
は
菜
種
油
で
、
灯
蓋

と
う
が
い

と
呼
ば

れ
る
三
六
セ
ン
チ
ほ
ど
の
金
属
の

お
皿
に
油
を
流
し
込
ん
で
、
灯
心

に
火
を
と
も
し
て
い
ま
し
た
。
一

晩
に
使
わ
れ
た
菜
種
油
は
一
升
、

灯
心
は
百
本
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
消
耗
品
や
建
物
の
修
理

な
ど
に
必
要
な
費
用
は
当
初
、
幕

府
が
負
担
し
て
い
ま
し
た
が
、
元

禄
五
年
（
一
六
九
二
年
）
か
ら
は

東
浦
賀
の
干
鰯
問
屋
が
負
担
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
干
鰯
問
屋

が
運
営
を
任
さ
れ
て
か
ら
の
燃
料

は
、
鰯
を
搾
っ
た
時
に
出
る
魚
油

に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
明
治

五
年
（
一
八
七
二
年
）
ま
で
、
浦

賀
水
道
を
航
行
す
る
船
の
安
全
を

守
り
続
け
た
燈
明
堂
は
、
港
の
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
（
目
印
）
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
明
治
期
に
な
り
フ
ラ
ン

ス
人
技
師
ら
の
手
に
よ
っ
て
観
音

崎
に
洋
式
の
灯
台
が
建
設
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
役
割
を
終
え
ま

し
た
。 

建
設
さ
れ
て
か
ら
廃
止
さ
れ
る

ま
で
の
二
〇
〇
年
以
上
の
間
、
燈

明
堂
は
幾
度
か
の
暴
風
や
台
風
、

大
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
す
る
度
に

修
復
や
建
て
直
し
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
建
物

は
、
明
治
時
代
の
半
ば
ご
ろ
ま
で

は
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
と

は
な
く
石
積
み
の
土
台
だ
け
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。 

現
在
の
建
物
は
、
横
須
賀
市
教

育
委
員
会
に
よ
る
平
成
元
年
の
復

元
工
事
に
よ
り
完
成
し
た
も
の
で

す
。そ
の
果
た
し
た
役
割
に
よ
り
、

横
須
賀
市
の
指
定
史
跡
、
神
奈
川

県
の
三
浦
半
島
八
景
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

◇ 

◇ 

◇ 

さ
て
、
燈
明
堂
の
付
近
に
は
、

美
し
い
海
岸
線
の
広
が
り
と
と
も

に
、
い
く
つ
か
の
供
養
塔
が
見
ら

れ
ま
す
。 

 【
➀
千
代
岬
瘞 え

い

骨
志
の
碑
】 

      

幕
末
の
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）

に
浦
賀
奉
行
・
浅
野
長
祚
に
よ
り
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
戦
国
時
代
の
弘
治

二
年
（
一
五
五
六
年
）
、
房
総
か
ら

攻
め
て
き
た
里
見
氏
と
、
三
浦
半
島

を
支
配
し
て
い
た
北
条
氏
と
の
戦
い

で
犠
牲
と
な
っ
た
戦
士
を
供
養
す
る

も
の
と
い
い
ま
す
。 

♢ 

【
➁
七
字
題
目
供
養
塔
】 

 
 

       

ひ
と
き
わ
目
に
付
く
「
南
無
妙
法

蓮
華
経
」
と
刻
ま
れ
た
供
養
塔
は
、

天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
年
）
、
多

数
の
世
話
人
に
よ
り
造
ら
れ
ま
し
た
。 

♢ 

【
③
地
蔵
尊
像
を
冠
し
た
供
養
塔
】 

 
       

題
目
塔
と
同
じ
天
保
十
一
年
に

西
浦
賀
の
東
福
寺
の
十
八
代
住
職

瑞
應
祥
麟
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

 

②
③
の
石
塔
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
に
奉
行
所
の
首
切
場
が

あ
り
処
刑
さ
れ
た
人
の
供
養
を
意

味
す
る
も
の
と
い
う
説
や
、
海
難

事
故
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
を
供
養

す
る
と
い
う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

こ
れ
ら
の
石
碑
に
刻
ま
れ
た
文
字

に
つ
い
て
の
詳
細
は
、「
浦
賀
文
化
」

第
20
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

裏
面
下
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

も
横
須
賀
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

／
浦
賀
文
化
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
へ

ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
芳
賀
久
雄
）
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燈
明
堂
は
浦
賀
港
の
入
口
に
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
灯
台
の

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
灯
り
は
、
房
総
半
島
ま
で
届
い
て
い
た
と
い

い
ま
す
。 

♦♦♦ 浦賀奉行所は 2020年に開設300周年を迎えます ♦♦♦ 

燈 

明 

堂 
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●
浦
賀
奉
行
所
と
被
害
● 

 
 

浦
賀
奉
行
所
が
災
害
に
あ
っ
た
こ
と

は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
『
新
横
須
賀
市
史
・
資
料
編
近

世Ⅱ

』
に
、
「
寛
保
二
年
（
一
七
四
二

年
）
一
月
十
九
日
、
奉
行
所
の
建
物
は

全
焼
し
、
さ
ら
に
与
力
・
同
心
屋
敷
が

焼
失
し
た
。
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

奉
行
所
が
伊
豆
・
下
田
か
ら
移
転
し
て

か
ら
二
〇
年
目
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
最

初
の
災
禍
で
あ
ろ
う
。
こ
の
火
事
の
こ

と
は
『
浦
賀
奉
行
所
関
係
史
料
集
』
第

四
集
の
「
小
笠
原
甫
三
郎
文
書
」
に
も

あ
り
、
小
笠
原
文
書
で
は
、
「
火
事
は

奉
行
所
の
表
長
屋
か
ら
出
火
し
、
役
所
、

役
宅
を
焼
い
た
後
に
、
浜
町
（
現
・
西

浦
賀
四
丁
目
）
の
町
屋
に
も
及
ん
だ
大

火
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
後
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
年
）

十
一
月
十
三
日
、
同
心
・
金
沢
七
太
夫

の
家
か
ら
出
火
し
、
同
心
屋
敷
は
す
べ

て
焼
失
。
与
力
宅
も
田
中
・
中
島
・
香

山
・
近
藤
・
佐
々
倉
の
五
軒
が
焼
失
し

た
。
こ
の
火
事
で
は
奉
行
所
に
は
被
害

が
及
ん
で
い
な
い
。 

さ
ら
に
明
和
元
年
（
一
七
六
四
年
）

十
二
月
二
六
日
、
西
浦
賀
・
浜
町
の
町

屋
か
ら
出
た
火
は
、
隣
接
す
る
同
心
屋

敷
を
す
べ
て
燃
や
し
、
与
力
の
合
原
・

松
村
・
畑
・
佐
々
倉
の
四
軒
ま
で
及
ん

だ
。
以
後
、
火
事
の
記
録
は
な
い
。 

 

天
保
四
年
（
一
八
三
三
年
）
八
月
一

日
、
関
東
地
方
を
襲
っ
た
台
風
は
、
浦

賀
奉
行
所
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。
屋
根
や
板
塀
、
特
に
奉
行
所
内

の
付
属
施
設
の
被
害
が
大
き
く
、
馬
屋

の
屋
根
や
板
塀
、
台
所
や
物
置
の
雨
戸
、

炊
き
出
し
所
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
す
べ
て

の
個
所
が
被
災
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

白
洲
口
の
門
や
玄
関
使
者
の
間
、
白
洲

用
部
屋
な
ど
が
破
損
し
た
。
奉
行
所
で

は
、
被
害
の
大
き
い
所
か
ら
応
急
処
置

を
施
し
た
が
、
建
て
直
し
や
屋
根
の
漆

喰
の
塗
り
直
し
な
ど
、
大
き
く
費
用
が

か
か
る
所
は
、
幕
府
に
負
担
し
て
も
ら

う
た
め
、
九
月
よ
り
予
算
要
求
（
江
戸

時
代
は
「
目
論
見
」
と
い
っ
た
）
を
お

こ
な
っ
た
。
再
三
目
論
見
書
を
提
出
す

る
も
受
理
さ
れ
ず
、
十
二
月
に
な
っ
て

よ
う
や
く
通
過
し
た
が
、
要
求
し
た
一

四
〇
七
両
の
目
論
見
書
か
ら
四
五
六

両
余
を
減
額
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

天
保
五
年
八
月
に
修
繕
工
事
が
着

工
し
、
翌
六
年
三
月
に
終
了
し
た
。
そ

の
総
費
用
を
み
る
と
、
浦
賀
奉
行
所
で

最
初
に
目
論
ん
だ
一
四
〇
七
両
余
か

か
っ
て
お
り
、
奉
行
所
の
目
論
見
の
確

か
さ
を
窺
わ
せ
る
。 

浦
賀
で
も
大
き
な
被
害
の
出
た
こ
の

天
保
四
年
の
台
風
か
ら
、「
天
保
の
飢
饉
」

と
呼
ば
れ
る
作
物
の
収
穫
が
あ
が
ら
な

い
苦
し
い
数
年
間
を
む
か
え
る
こ
と
に

な
る
。 

ま
た
、
自
然
災
害
で
は
、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
年
）
十
一
月
に
、
下
田
で

ロ
シ
ア
船
デ
ィ
ア
ナ
号
が
地
震
や
津
波

の
被
害
に
あ
っ
た
と
い
う
が
、
奉
行
所

に
も
民
間
に
も
記
録
が
な
い
。 

翌
年
十
月
の
江
戸
直
下
型
の
地
震

で
も
、
奉
行
所
に
は
被
害
の
記
録
は
な

く
、
東
浦
賀
の
『
石
井
三
郎
兵
衛
家
文

書
』
に
、
「
土
蔵
並
び
に
居
宅
、
物
置

に
い
た
る
ま
で
潰
れ
た
家
は
一
軒
も
な

く
、
け
が
人
も
い
な
い
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
地
震
で
は
、
江
戸
で
罹
災

し
た
人
々
が
浦
賀
に
流
入
し
て
く
る
こ

と
を
憂
慮
し
、「
宜
し
か
ら
ざ
る
風
体

の
者
が
現
れ
た
ら
、
村
役
人
に
届
け
出

る
こ
と
。
ま
た
、
旅
人
を
止
宿
さ
せ
る

場
合
は
、
出
身
地
と
名
前
を
必
ず
記
し
、

五
日
目
ご
と
に
宿
を
変
え
さ
せ
て
様
子

を
み
る
よ
う
に
」
と
指
示
し
て
い
る
。 

  

歴
史 

語
ら
い
座

郷
土
史
家 

 

山
本 

詔
一 

浦賀文化のバックナンバーがご覧いただけます

（http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2490/uragabunka/） 

「
一
生
に
一
回
は
富
士
山
に
登
っ
て
み
た

い
」
に
続
く
、
個
人
的
な
一
生
に
一
回
は
シ
リ

ー
ズ
第
二
弾
！「
第
九
合
唱
に
参
加
し
て
み
た

い
」
が
、
こ
の
新
聞
の
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
叶

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

た
ま
た
ま
見
か
け
た
横
須
賀
芸
術
劇
場
合

唱
団
団
員
募
集
。無
謀
に
も
飛
び
込
ん
で
み
た

も
の
の
、
想
像
以
上
に
大
変
で
、
ド
イ
ツ
語
と

格
闘
の
日
々
。せ
め
て
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
の
ご

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
奮
闘
中
で
す
。そ

も
そ
も
そ
ん
な
余
裕
が
あ
る
の
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、初
め
て
立
つ
芸
術
劇
場
の
舞
台

か
ら
の
景
色
も
楽
し
み
で
す
。不
安
も
あ
り
ま

す
が
、新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
ワ
ク
ワ
ク
感

と
ド
キ
ド
キ
感
は
何
事
に
も
代
え
が
た
く
、思

わ
ぬ
副
産
物
に
も
出
会
え
ま
す
。今
回
も
同
年

代
の
素
敵
な
仲
間
に
恵
ま
れ
、励
ま
し
あ
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

か
な
り
困
難
な
状
況
だ
っ
た
富
士
登
山
も
、 

今
、
も
し
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ 

し
て
み
た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら 

是
非
、
今
年
こ
そ
新
た
な
一
歩 

を
踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が 

で
し
ょ
う
か
。（
ソ
プ
ラ
ノ
M
） 

 

笑 話 一 題
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

新
田 

和
江 

 
大
塚
遊
球
子 

 

～
俳
句
の
散
歩
道
～ 

奉行所スカリン 

第25回浦賀コミセン分館特別展 

 

～YOU は何しに URAGA へ？～ 

＜日 時＞ 平成 31 年１月 19 日（土）～27 日（日） 

10：00～17：00（入場は 16:30 まで） 

＜場 所＞ 浦賀コミュニティセンター分館 

 締切 10月 30日（火）必着 ★詳細は、ポスターやチラシ、広報よこすか

１月号をご覧ください。 

異国船来航 
ペリー来航以前に浦賀へやって来た異国

船の資料や、外国の文化に接した当時の
人々が描いた絵図などを展示します。また、
浦賀奉行所跡地で発掘された資料の一部を
特別公開します。 


